
古
河
駐
屯
地
は
、
夏
真
っ

盛
り
の
令
和
元
年
七
月
十
七

日
、
地
域
住
民
と
の
親
睦
を

深
め
、
駐
屯
地
に
対
す
る
理

解
と
信
頼
関
係
の
醸
成
及
び

隊
員
・
家
族
と
の
融
和
・
団

結
の
促
進
を
図
る
目
的
で

「
古
河
駐
屯
地
納
涼
大
会
」

を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
部
内
外
か
ら
多

数
の
ご
来
賓
及
び
隊
員
家
族

や
地
域
の
方
々
等
、
約
九
千

人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

本
納
涼
大
会
は
四
十
年
以

上
の
歴
史
が
あ
り
、
地
域
住

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
駐
屯

地
行
事
で
あ
る
が
、
昨
年
は

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
伴

う
災
害
派
遣
の
た
め
中
止
と

な
り
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
古
河
を

中
心
に
活
動
す
る
バ
ン
ド

「
セ
シ
ル
」
に
よ
る
歌
と
音

楽
を
皮
切
り
に
、
子
供
た
ち

を
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン

大
会
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
、

和
太
鼓
演
奏
に
よ
り
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
後
に
行
わ
れ

た
盆
踊
り
で
は
、
お
囃
子
に

合
わ
せ
て
隊
員
や
来
場
者
が

輪
に
な
っ
て
踊
り
、
会
場
が

ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ち
び
っ
こ
広
場
の

射
的
や
輪
投
げ
、
公
募
に
よ

る
売
店
等
は
絶
え
ず
来
場
者

で
賑
わ
い
、
長
い
行
列
が
で

き
る
ほ
ど
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

夜
も
更
け
、
盛
り
上
が
り

も
最
高
潮
に
な
り
、
大
会
の

締
め
く
く
り
に
は
、
バ
ッ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
と
も
に
打

ち
上
げ
花
火
約
百
五
十
発
と

仕
掛
け
花
火
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

が
駐
屯
地
の
夜
空
を
彩
る
と
、

来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
あ
が
り
、
今
大
会
も

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

第 ５４号 発 行

司 令 業 務 室

広 報 班
Ｒ １ ． １ ０ ． １ ５

古
河
駐
屯
地
各
部
隊

は
、
九
月
十
六
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
間
、

令
和
元
年
台
風
十
五
号

に
伴
う
千
葉
県
で
の
災

害
派
遣
活
動
を
実
施
し

た
。派

遣
に
際
し
、
各
部

隊
は
補
給
品
や
器
資
材

の
積
載
、
移
動
に
備
え

て
の
車
両
点
検
を
整
斉

と
実
施
し
、
第
一
施
設

団
本
部
及
び
付
隊
は
千

葉
県
庁
等
に
連
絡
要
員

を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

第
一
師
団
を
支
援
す
る

施
設
調
整
所
を
練
馬
駐

屯
地
に
編
成
し
た
。

ま
た
、
第
一
〇
一
施

設
器
材
隊
、
第
三
〇
一

ダ
ン
プ
車
両
中
隊
、
第

一
○
二
施
設
直
接
支
援

大
隊
は
、
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
、
特
大
型
ダ
ン
プ
等

の
装
備
品
と
と
も
に
木

更
津
駐
屯
地
へ
前
進
し
、

第
四
施
設
群
長
が
指
揮

す
る
「
東
方
施
設
支
援

群
」
の
主
力
と
な
っ
て

派
遣
活
動
を
開
始
し
た
。

現
地
で
は
、
情
報
収

集
、
特
に
東
京
電
力
と

の
調
整
及
び
道
路
偵
察

等
を
行
っ
た
の
ち
、
東

京
電
力
の
作
業
車
が
停

電
原
因
箇
所
ま
で
進
入

し
復
旧
で
き
る
よ
う
、

人
力
・
機
械
力
を
駆
使

し
、
倒
木
や
土
砂
等
を

除
去
す
る
道
路
啓
開
作

業
を
実
施
し
た
。

二
十
七
日
、
派
遣
部

隊
は
任
務
を
完
遂
し
、

無
事
帰
隊
し
た
。

和太鼓演奏ちびっこ広場

古河の夜空を彩った花火 セレモニー

東京電力との現地調整

作戦会議

高所作業車を利用した倒木の除去 施設器材と人力による倒木の除去

災害派遣に出発する部隊

隊員とともに盆踊りを楽しむ地域住民



八
月
十
六
日
か

ら
九
月
二
十
三
日

ま
で
の
間
、
第
三

〇
一
ダ
ン
プ
車
両

中
隊

脇
本
二
曹

は
通
訳
要
員
と
し

て
「
日
米
豪
共
同

東
テ
ィ
モ
ー
ル
民

主
共
和
国
能
力
構

築
支
援
」
へ
、
十

月
三
日
か
ら
十
二

月
十
五
日
ま
で
の

間
、
第
一
○
一
施

設
器
材
隊

本
森

一
尉
は
教
務
幹
部

と
し
て
、
ま
た
松

村
二
曹
が
施
設
機

械
操
作
の
助
教
と

し
て
「
ジ
プ
チ
災

害
対
処
能
力
強
化

支
援
」
に
そ
れ
ぞ

れ
参
加
し
、
施
設

機
械
操
作
に
関
す

る
教
育
の
他
、
車

両
整
備
、
測
量
等

の
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。

（２） 令和元年１０月１５日

第１施設団本部付隊

森１士

八
月
一
日
付
で
第
三

二
〇
基
地
通
信
中
隊
古

河
派
遣
隊
長

中
村
三
尉

以
下
二
十
八
名
の
隊
員

が
新
戦
力
と
し
て
、
古

河
駐
屯
地
に
転
入
し
た
。

ジプチ災害対処能力強化支援に参加
する松村２曹

東ティモール能力構築支援に参加
した脇本２曹

支処 鈴木１曹
１１月１０日付

業務隊 松浦１曹
１２月２７日付

支処 藤澤２尉
１２月４日付（再任用予定）

第１施設団本部付隊

札川２士

第１０１施設器材隊

笠川２士
第３０１ダンプ車両中隊

金城１士

関東補給処古河支処

大森２士

第３３７高射中隊

村上２士
第３４１会計隊

倉上１士

第１０１施設器材隊

小久保２士

関東補給処古河支処

関１士

第３３７高射中隊

渡辺１士
第１０２施設直接支援大隊

中島２士

第１０１施設器材隊

酒向１士
第１０１施設器材隊

福田１士
第１０１施設器材隊

菊地２士
第１０１施設器材隊

平１士
第１０１施設器材隊

梅田２士

第３０１ダンプ車両中隊

高栁１士
第３０１ダンプ車両中隊

廣澤１士
第３０１ダンプ車両中隊

川名２士
第３０１ダンプ車両中隊

齋藤２士
関東補給処古河支処

中野２士

関東補給処古河支処

塩澤２士
第１０２施設直接支援大隊

徳武１士
第１０２施設直接支援大隊

首藤２士
第１０２施設直接支援大隊

吉田１士
第３３７高射中隊

小谷２士

第３４１会計隊

新宮１士
第３４１会計隊

廣瀬１士
第３４１会計隊

田鍋１士
第３４１会計隊

岸２士

第３２０基地通信中隊古河派遣隊長
中村３尉



【
災
害
派
遣
支
援
】

隊
は
九
月
、
台
風
十
五
号
に

よ
る
災
害
派
遣
支
援
を
実
施
し

た
。
駐
屯
地
派
遣
部
隊
支
援
、

戦
力
回
復
部
隊
の
受
け
入
れ
を

行
っ
た
。
駐
屯
地
派
遣
部
隊
支

援
は
、
糧
食
六
百
七
食
、
燃
料

二
千
六
百
五
十
一
Ｌ
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
二
Ｌ×

六
百
九

十
本
、
革
手
袋
六
百
十
三
組
、

防
塵
眼
鏡
・
マ
ス
ク
各
五
千
個
、

簡
易
テ
ン
ト
・
ト
イ
レ
各
四
十

五
個
の
交
付
及
び
百
一
名
の
臨

時
健
康
診
断
等
を
支
援
し
た
。

戦
力
回
復
部
隊
の
受
け
入
れ
は
、

東
北
後
方
支
援
隊
の
二
十
五
名

に
対
し
、
駐
屯
地
進
入
の
誘
導

か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
駐
屯
地
の
概
要
等
を
説
明

し
、
給
食
七
十
五
食
、
給
油
六

百
二
Ｌ
、
戦
闘
服
の
洗
濯
四
着
、

作
業
服
修
繕
一
着
を
実
施
、
時

間
外
の
入
浴
、
売
店
、
厚
生
施

設
の
開
放
を
行
っ
た
。

八
月
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
令
和

元
年
度
富
士
総
合
火
力
演
習
に
お
け
る
補
給
整
備

支
援
を
実
施
し
た
。

富
士
地
区
へ
の
補
給
整
備
員
の
派
遣
及
び
古
河

駐
屯
地
に
お
け
る
補
給
態
勢
を
確
立
し
、
部
隊
か

ら
の
要
求
に
基
づ
き
迅
速
な
補
給
整
備
支
援
を
実

施
し
、
演
習
部
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

こ
の
際
、
事
前
集
積
し
た
部
品
等
も
使
用
し
、

四
十
二
品
目
三
百
十
四
点
の
部
品
を
補
給
し
た
。

１Ｇｐ走者

七
月
二
十
二
日
、
令

和
元
年
度
支
処
持
続
走

競
技
会
を
実
施
し
た
。

当
日
は
小
雨
混
じ
り

で
は
あ
っ
た
が
、
気
温

も
あ
ま
り
高
く
な
く
競

技
会
に
最
適
の
天
候
で

あ
り
、
各
課
・
工
場
の

勝
利
の
た
め
に
今
ま
で

の
練
成
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
て
、
個
人
走

と
し
て
三
㌔
㍍
を
走
り

抜
い
た
。

各
課
・
工
場
対
抗
の

部
は
、
輸
送
課
が
見
事

優
勝
の
栄
光
に
輝
き
、

第
二
位
整
備
工
場
、
第

三
位
保
管
分
類
課
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

今
後
も
練
成
を
継
続

し
て
各
人
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
十
月

の
関
東
処
の
持
続
走
競

技
会
で
の
優
勝
を
目
指

し
て
い
く
。

（３） 令和元年１０月１５日

隊
は
、
七
月
七
日
鬼
怒
川
河
川
敷
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
「
鬼
怒
・
小
貝
川
水
防
訓
練
」
に
参
加
し
、

平
成
二
十
七
年
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
る
堤
防
決
壊

地
近
傍
に
、
92
式
浮
橋
八
十
五
㍍
を
全
通
さ
せ
常
総

市
関
係
者
・
消
防
・
一
般
市
民
三
百
二
十
四
名
が
全

通
し
た
浮
橋
を
通
行
し
た
。

本
訓
練
で
は
生
地
に
お
け
る
架
設
訓
練
を
通
し
て

多
く
の
教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
カ
レ
ー

の
野
外
炊
事
に
よ
り
地
域
の
防
災
意
識
の
高
揚
及
び

部
外
広
報
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
器
材
隊
Ｏ
Ｂ
会
、
隊
員
家
族
等
を
招
待
し
、

隊
員
の
活
躍
を
見
て
頂
い
た
。

車両を誘導する隊員空自との協同による警備

補
給
品
の
出
庫

整
備
員
に
よ
る
技
術
援
助

２Ｇｐ走者

災害派遣出動部隊に対する
ミネラルウォーターを交付

浮橋による全通

常総市町・関係首長との記念撮影

隊
は
、
七
月
二

十
二
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
の
間
、

古
河
・
宇
都
宮
駐

屯
地
及
び
習
志
野

演
習
場
に
お
い
て

架
橋
中
隊
訓
練
検

閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
パ

ネ
ル
橋
Ｍ
Ｇ
Ｂ
の

架
設
、
重
要
防
護

施
設
の
警
備
及
び

小
火
器
射
撃
訓
練

を
実
施
し
て
、
中

隊
の
練
度
を
評
価

す
る
と
と
も
に
、

そ
の
進
歩
向
上
を

促
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練

検
閲
を
も
っ
て
隊

は
団
の
訓
練
検
閲

を
受
閲
し
た
。

【
台
風
十
五
号
に
よ
る
駐
屯
地
施
設
被
害
に
対
す
る
復
旧
】

隊
は
九
月
、
台
風
十
五
号
の
駐
屯
地
施
設
の
被
害
復
旧
作

業
を
実
施
し
た
。
被
害
は
、
駐
屯
地
内
の
倉
庫
窓
ガ
ラ
ス
割

れ
、
女
性
隊
舎
居
室
雨
漏
り
、
梱
包
発
送
所
の
壁
鉄
板
・
鉄

骨
柱
破
損
、
倒
木
に
よ
る
外
灯
電
柱
の
倒
れ
、
樹
木
の
倒
木

三
本
、
各
施
設
等
の
屋
根
の
破
損
五
か
所
、
合
計
十
四
箇
所

の
破
損
等
が
発
生
し
た
。
速
や
か
に
高
所
作
業
車
を
リ
ー
ス

し
、
復
旧
作
業
を
実
施
し
て
、
被
害
発
生
後
五
日
後
に
は
復

旧
作
業
を
完
了
し
た
。

倒木による外灯電柱の倒れ
復旧後

管理官倉庫 庇下部めくれ

梱包発送所 壁鉄板、鉄骨柱破損

復旧後

復旧後

復旧前

復旧前

復旧前

戦力回復部隊に対する
オリエンテーション



九
月
二
十
三
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の

間
、
陸
曹
候
補
生
一

次
試
験
合
格
者
を
対

象
に
集
合
訓
練
を
実

施
し
、
二
次
試
験
合

格
に
万
全
を
期
す
と

と
も
に
、
各
隷
下
中

隊
の
先
任
上
級
曹
長

及
び
助
教
に
対
し
教

育
を
実
施
し
て
、
指

導
能
力
の
向
上
を

図
っ
た
。

（４） 令和元年１０月１５日

新隊員、左から新宮１士、
倉上１士、廣瀬１士、
岸２士、田鍋１士

クロスウェーブを
設置する隊員

任務に邁進する隊員

隊容検査

術科練成

広田１士
（趣味：サバゲー）

健闘する隊員 開会式

車両を誘導する隊員

駐
屯
地
綱
引
き
部
は
八

月
三
十
一
日
、
古
河
市
は

な
も
も
体
育
館
で
行
わ
れ

た
「
第
七
十
四
回
国
民
体

育
大
会
い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
２
０
１
９
」
の
公

開
競
技
「
綱
引
競
技
」
成

年
男
女
混
合
の
部
に
、
開

催
県
代
表
（
茨
城
県
Ａ
）

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
。

チ
ー
ム
は
駐
屯
所
在
部

隊
隊
員
で
編
成
さ
れ
、
国

内
四
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
八
個
チ
ー
ム
と

茨
城
県
代
表
を
合
わ
せ
た

十
個
チ
ー
ム
で
の
競
技
に

臨
ん
だ
。

各
五
個
チ
ー
ム
総
当
り

に
よ
る
予
選
リ
ー
グ
と

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
参
加

し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
敗

退
し
、
参
加
者
た
ち
は
次

回
へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ

た
。

令
和
元
年
九
月
二
日
か

ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
小
隊
陸
曹
以
下
十
二

名
が
古
河
駐
屯
地
構
内
排

水
設
備
整
備
支
援
を
実
施

し
た
。
一
号
営
庭
に
ク
ロ

ス
ウ
ェ
ー
ブ
を
埋
設
し
営

庭
の
排
水
機
能
の
向
上
に

寄
与
し
た
。

こ
の
間
、
施
設
基
礎
作

業
、
測
量
能
力
、
ダ
ン
プ

作
業
能
力
及
び
施
設
機
械

操
作
能
力
を
向
上
さ
せ
た
。

令
和
元
年
八
月
四
日

か
ら
六
日
ま
で
の
間
、

中
隊
長
以
下
四
十
一
名

が
東
富
士
演
習
場
に
お

い
て
第
三
回
中
隊
統
制

訓
練
を
実
施
し
た
。

中
隊
長
の
命
令
下
達

後
、
東
富
士
演
習
場
に

前
進
し
そ
れ
ぞ
れ
の
任

務
に
邁
進
し
た
。
全
隊

員
持
ち
前
の
高
い
士
気

と
団
結
で
任
務
を
遂
行

し
部
隊
の
練
度
向
上
に

励
ん
だ
。

八
月
二
十
六
日
、
古
河

派
遣
隊
は
新
し
く
着
任
し
た

隊
長
の
指
揮
の
下
、
五
日
間

の
令
和
元
年
度
第
二
回
群
・

大
隊
訓
練
に
参
加
し
た
。

主
要
項
目
は
救
急
法
検
定

及
び
指
揮
所
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
霞
ヶ
浦
派
遣
隊
所
属

の
若
林
二
曹
も
組
長
と
し
て

参
加
し
た
。

想
定
訓
練
で
は
化
学
攻
撃

や
負
傷
者
発
生
の
想
定
が
多

く
救
護
行
動
や
防
護
体
制
移

行
へ
の
演
錬
に
大
き
な
礎
と

な
っ
た
。

九
月
二
日
よ
り
霞
ヶ
浦

駐
屯
地
の
三
二
○
中
隊
本

部
で
三
ヶ
月
間
の
研
修
を

受
け
た
新
配
置
隊
員
が
古

河
派
遣
隊
へ
着
隊
し
た
。

既
に
実
務
的
な
教
育
は
完

了
し
て
お
り
、
新
し
く
行

う
業
務
に
も
進
ん
で
参
加

す
る
積
極
的
な
姿
勢
も
見

ら
れ
た
。

脱面動作を行う隊員

八
月
二
十
三
日
か
ら

三
十
日
ま
で
の
間
、
各

所
在
駐
屯
地
及
び
東
富

士
演
習
場
に
お
い
て
、

令
和
元
年
度
方
面
隊
訓

練
検
閲
を
大
隊
長
以
下

百
五
十
三
名
、
車
両
五

十
八
両
を
も
っ
て
受
閲

し
、
平
素
業
務
か
ら
武

力
攻
撃
事
態
間
に
お
け

る
方
面
隊
の
作
戦
部
隊

の
行
動
に
つ
い
て
評

価
・
判
定
を
受
け
た
。

令
和
元
年
八
月

二
十
三
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
間
、

方
面
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
た
。

東
部
方
面
会
計

隊
と
し
て
初
め
て

の
方
面
訓
練
検
閲

受
閲
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
全
隊
員

が
気
合
十
分
に
臨

み
、
任
務
を
完
遂

し
た
。

令
和
元
年
八
月
一
日
付
で
、

渡
邉
一
曹
が
第
四
〇
七
会
計

隊
（
武
山
）
か
ら
、
米
谷
二

曹
が
習
志
野
駐
屯
地
業
務
隊

（
習
志
野
）
か
ら
転
入
し
、

新
た
な
戦
力
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
九
月
二
日
付

で
新
隊
員
五
名
が
着
隊
し
、

会
計
隊
員
と
し
て
古
河
駐
屯

地
に
早
く
慣
れ
、
会
計
隊
及

び
駐
屯
地
の
戦
力
と
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
元
年
九
月
十
一
日
、

中
隊
に
新
た
な
戦
力
と
な

る
新
隊
員
三
名
が
着
隊
し

た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で

は
あ
っ
た
が
、
決
意
表
明

に
お
い
て
確
固
た
る
意
志

を
感
じ
さ
せ
て
お
り
、
今

後
の
成
長
・
活
躍
が
大
い

に
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
か

ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、
任

務
達
成
の
た
め
、
日
々
邁

進
し
て
も
ら
い
た
い
。

４区・８区を走る岩崎２曹

希望に満ち溢れる新隊員

令
和
元
年
八
月
五
日
、

中
隊
は
第
四
十
四
回
秩
父

宮
記
念
富
士
登
山
駅
伝
競

走
大
会
に
参
加
し
た
。
本

大
会
参
加
の
た
め
群
持
続

走
集
合
訓
練
に
中
隊
か
ら

２
名
が
参
加
し
、
内
１
名

が
選
手
と
し
て
襷
を
繋
い

だ
。
選
手
達
は
過
酷
な
環

境
の
中
控
え
選
手
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
各
区
間

を
全
力
で
走
り
抜
く
こ
と

が
で
き
た
。

柳１士
（趣味：ポケモン）


